
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会長挨拶                                   

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 

会長 門田 光司（久留米大学 教授） 

 

 アメリカでのソーシャルワークの萌芽期、1915 年に全米慈善矯正会議が開催された。そのテーマ

は、「ソーシャルワークは専門職か？」（Is social work a profession?）であった。そして、この会議で

講演依頼を受けたアブラハム・フレクスナー（Abraham Flexner）のスピーチが大きな注目を集める

ことになる。フレクスナーは医学教育者で、1910 年にアメリカの医学教育の実態を調べ、医師養成

の大改革をもたらすことになる「Flexner report」を発表していた。この背景からフレクスナーは、

講演依頼を受けたものと推測される。 

 そして、この会議でフレクスナーは、6 つの基準からソーシャルワークは専門職ではないと結論

づけた。このフレクスナーのスピーチはその後のソーシャルワーク発展に拍車をかけ、2年後の 1917

年には全米慈善矯正会議の名称は全米ソーシャルワーク会議と変更され、同年には最初のソーシャ

ルワーカー職能団体が誕生する。その後、スクールソーシャルワーカー（以下、SSW）協会や医療

ソーシャルワーカー協会などの種々な専門職団体が組織化されていく。 

 さて、フレクスナーの 6 つの基準は何か。それは、①専門職は多大な個人責任をもった知的業務

である。②専門職はその業務を科学と学習から導き出す。③専門職はその業務を実践と明確な目標

で展開していく。④専門職は教育的に伝達可能な技法を保有している、⑤専門職は自己組織化され

ている。⑥専門職は利他的（相手にとって利益となる事柄を重んじる態度）な動機づけを有してい

る。このフレクスナーの 6 つの基準から、わが国の SSW が専門職であると認知されるためには、

SSW の倫理原理と倫理綱領（⑤と⑥）を遵守し、研修やスーパービジョンを通して専門性の向上（①

②③）を図り、さらに SSW の人材養成にも担っていける（④）ことが求められる。これらの取組み

は SSW 個人でできるものではなく、SSW の専門職団体として取り組んでいくことで可能となって

いく。そのため、2012 年度に「福岡県スクールソーシャルワーカー協会」を設立したのである。 

協会設立以降、SSW への社会的期待の高まりとともに、協会も教育委員会や関係団体とのつなが

りも深まっていった。そのため、任意団体としての活動から、より社会的信用性のある団体へと発

展していく必要性があり、2020 年度に一般社団法人になったのである。 

 本協会の目的（定款第３条）は、「 SSW の専門性の向上と人材育成、SSW 事業の充実と発展、学

校ソーシャルワーク実践の普及啓発、さらには支援を要する子どもの人権と教育及び発達の保障に

寄与すること」である。この目的には、フレクスナーの専門職としての 6 つの基準が加味されてい

る。他方、ソーシャルワークは固定化された実践ではなく、常に社会の動向を鳥瞰しながら人権と

社会正義と多様性の原理に基づき、支援を要する方々への開拓的実践が求められる。それはまさに

「フロンティア（frontier）」な実践である。そのため、本協会もフロンティア・ユニットとして子ど

もたちの支援に尽力を図る専門職団体を目指していきたい。 

https://www.weblio.jp/content/%E7%9B%B8%E6%89%8B
https://www.weblio.jp/content/%E5%88%A9%E7%9B%8A
https://www.weblio.jp/content/%E4%BA%8B%E6%9F%84
https://www.weblio.jp/content/%E9%87%8D%E3%82%93%E3%81%98%E3%82%8B
https://www.weblio.jp/content/%E6%85%8B%E5%BA%A6
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1．協会組織体制 

(１)協会の沿革 

2008 年 福岡県スクールソーシャルワーカー協会連絡会 発足 

     ―文部科学省「スクールソーシャルワーカー活用事業」の開始により、福岡県内で

活動を開始した 18 名のスクールソーシャルワーカーが集い、定期的な情報交換

等を行った。 

 

2009 年 『福岡県スクールソーシャルワーカー活動報告集』を自費制作して、福岡県内すべて

の教育委員会ならびに九州各県に進呈した。 

 

2010 年 福岡県・学校ソーシャルワーク研究会 発足 

     ―2 か月に 1 度の頻度で定期的な研究会を開催。 

     ―学校ソーシャルワークに関心のあるスクールソーシャルワーカー以外にも、教員、

児童福祉司、福祉職、報道関係者、学部生・大学院生など幅広い層が参加して会

員数は 80 名を超えた。 

     ―佐賀県、山口県、長崎県、熊本県、鹿児島県など、福岡県以外からも多くの参加

があった。 

 

2012 年 福岡県スクールソーシャルワーカー協会 発足 

     ―15 名の発起人により協会を設立。 

     ―同年 12 月、クローバープラザにて第 1 回大会「今、私たちスクールソーシャル

ワーカーが目指すもの」開催。 

 

2013 年   ―同年 6 月、久留米大学にて第 2 回大会「Challenge to the “6”」開催。 

―同年 3 月、広報誌『Relations 第 1 号』発刊。 

―同年 8 月、広報誌『Relations 第 2 号』発刊。 

―同年 12 月、広報誌『Relations 第 3 号』発刊。 

 

2014 年  ―同年 3 月、広報誌『Relations 第 4 号』発刊。 

―同年 4 月、『スクールソーシャルワーカー実践事例集―子ども・家庭・学校支援の

実際』刊行。 

―同年 6 月、クローバープラザにて第 3 回大会「非行問題と生徒指導―子どもたち

の声が聞こえていますか？―」開催。 
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―同年 8 月、広報誌『Relations 第 5 号』発刊。 

―同年 12 月、広報誌『Relations 第 6 号』発刊。 

2015 年   ―同年 3 月、広報誌『Relations 第 7 号』発刊。 

―同年 5 月、クローバープラザにて第４回大会「振り返ろう！学校ソーシャルワー

ク実践―スクールソーシャルワーカーたちの主張―」開催。 

―同年 9 月、広報誌『Relations 第 8 号』発刊。 

 

2016 年   ―同年 2 月、広報誌『Relations 第 9 号』発刊。 

―同年 7 月、北九州市立大学にて第５回大会「チームを育むソーシャルワーク」開

催。 

―同年 11 月、広報誌『Relations 第 10 号』発刊。 

 

2017 年   ―同年 6 月、福岡県立大学にて第６回大会「チーム学校における教育・心理・福祉

のコラボレーション」開催。 

 

2018 年   ―同年 8 月、九州工業大学にて第７回大会「10＋1 ―新たなスタート―」開催 

 

2019 年   ―同年 2 月、電気ビル共創館にて韓国スクールソーシャルワーカー協会との特別研

修「日韓スクールソーシャルワーカー・セミナー」を開催。なお、本研修会は日

本学校ソーシャルワーク学会九州沖縄ブロック第 11 回研究大会としても同時開

催された。 

―同年 3 月、元イズリントン・ジュニアミドルスクール副校長の Tim Kenji Kamino

氏をお招きして特別研修「公正といじめ予防～カナダ・トロントでの学校支援プ

ログラム」を開催。 

―同年 4 月、広報誌『Relations 第 11 号』発刊。 

―同年 10 月、西南学院大学にて第 10 回大会「スクールソーシャルワーカーの人材

養成」開催。本大会は、第 1 回 Asia Network of School Social Work（ANSSW）の

第 1 回大会として韓国、台湾、シンガポールの各団体・関係者も参加して行われ

た。 

 

2020 年 一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 発足 

     ―同年 2 月、元イズリントン・ジュニアミドルスクール副校長の Tim Kenji Kamino

氏をお招きして特別研修「カナダ・トロントの生徒サポートチームの実際」を開催。

なお、本研修会は日本学校ソーシャルワーク学会九州沖縄ブロック第 12 回研究大

会としても同時開催された。 
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―同年 11 月、オンラインにて第 11 回大会「コロナ禍のスクールソーシャルワーカ

ー―Social Work in School―」開催。 

―同年 11 月、広報誌『Relations 第 12 号』発刊。 

 

(２)理事・運営委員一覧 

役職 氏名（所属） 

会長（代表理事） 門田 光司（久留米大学） 

副会長（理事） 奥村 賢一（福岡県立大学） 

事務局長（理事） 寺田 千栄子（北九州市立大学） 

運営委員（理事） 池田 敏（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 梶谷 優子（福岡市教育委員会） 

運営委員（理事） 高口 恵美（西南女学院大学） 

運営委員（理事） 土井 幸治（志免町教育委員会） 

運営委員 井上 由紀（大牟田市教育委員会） 

運営委員 上野 健太（福岡市教育委員会） 

運営委員 浦田 梨央（福岡市教育委員会） 

運営委員 古賀 幸広（香春町教育委員会） 

運営委員 坂本 美紗（福岡市教育委員会） 

運営委員 塚本 房子（久留米市教育委員会） 

運営委員 永瀬 由季（福岡市教育委員会） 

運営委員 平川 明美（田川市教育委員会） 

運営委員 前屋敷 なな子（福岡市教育委員会） 

  

監事 山﨑 清登 

 

（３）事務局・各委員会担当 

①事務局 

  寺田 千栄子（事務局長）、池田 敏、塚本 房子、前屋敷 なな子 

②研修委員会 

  高口 恵美（委員長）、梶谷 優子、井上 由紀、古賀 幸広、平川 明美 

③広報委員会 

  奥村 賢一（委員長）、上野 健太、浦田 梨央、永瀬 由季、坂本 美紗 

④研究・国際交流委員会 

 門田 光司（委員長）、土井 幸治
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2．事務局及び各委員会事業報告 

（１）事務局  

事務局長 寺田 千栄子（北九州市立大学 准教授） 

 

ⅰ）法人化後の事務局の体制について 

１．法人化までの道のり 

当協会は、SSW の専門性の向上と人材育成、SSW 事業の充実と発展、学校ソーシャルワーク実践

の普及啓発、支援を必要とする児童生徒の人権と教育および発達の保障に寄与することを目的とし、

2012年9月に設立した。しかし、その後、会員数の増加に加え、対外的に専門職団体としての認知が

普及するに伴い、個々人としての活動ではなく、社会的信用性の高い組織体として一般社団法人化

が求められる状況となった。そこで、2020年 4月 1日より「一般社団法人福岡県スクールソーシャルワ

ーカー協会」として法人化をした。事務局では、法人化に向けた準備および登記手続きおよび協会の

運営に向けて業務を行なっている。 

 

２．2020年度の組織体制 

 2020 年度の事務局は４名体制で事業を担当した（表１）。事務局では、安定した事業運営およ

び適正な予算管理を行うことを目標に担当業務を分業している。 

表１ 2020年度の広報委員会役割分担表 

役職 氏名 主な担当業務 

事務局長 寺田 千栄子 全体統轄、渉外、会員管理  他 

事務局員 池田 敏 会計 他 

事務局員 前屋敷 なな子 会計 他 

事務局員 塚本 房子 研修参加者管理、研究・研修助成事業  他 

 

３．主な委員会活動 

2020 年度は法人化後の本協会の適切な運営に向けた事務局体制の構築を行なった。感染症拡

大下において事務局員全員が集まれる機会は少なかったものの、細やかなオンラインを活用し

た事務局会議を効果的に活用し、業務が円滑に実施できる様に努めた。法人化に伴いこれまで

以上に適切な会計管理が求められることもあり、担当を分業することにより第三者性を確保し

た会計管理を行う体制を構築した。加えて、2020 年度からは「研究・研修助成事業」を開始し、

正会員の研修ならびに研究活動について助成を行っている。これらは、正会員のさらなる専門

性の向上に寄与すべく開始した事業である。さらに、これまで同様に教育委員会等からの推薦

依頼に対する会員の推薦、公募などの周知を行うことにより、SSW 事業の発展に努めている。

最後に、2021 年度からは正会員を対象とした法律相談事業を運用予定である。これは、本協会
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会員が安心して働ける環境の構築を目指すものである。2020 年度は、本事業の開始準備を行な

った。 

 

ⅱ)【第１号議案】２０１９年度事業報告 

 

（１） 事務局 

① 総会 

２０１９年度総会（第７回，２０１９年 ８月１１日）、会場：電気ビル共創館 

臨時総会（２０１９年１２月１４日）、会場：ウェル戸畑 

 

② 大会 

第８回大会兼第 1回アジアネットワーク国際会議（２０１９年 10月 12日）、会場：西

南学院大学 

 

③ 運営委員会（全 6回） 

第３９回：２０１９年 ４月１３日 （西南学院大学） 

第４０回：２０１９年 ６月 ８日 （なみきスクエア） 

第４１回：２０１９年 ８月１１日 （電気ビル共創館カンファレンス） 

第４２回：２０１９年１０月１２日 （西南学院大学） 

第４３回：２０１９年１２月１４日 （ウェル戸畑） 

第４４回：２０２０年 ２月２２日 （西南学院大学） 

 

④ 戦略委員会（全５回） 

第２３回：２０１９年 ４月１３日 （西南学院大学） 

第２４回：２０１９年 ６月 ８日 （なみきスクエア） 

第２５回：２０１９年 ８月１１日 （電気ビル共創館カンファレンス） 

第２６回：２０１９年１２月１４日 （ウェル戸畑） 

第２７回：２０２０年 ２月２２日 （西南学院大学） 

 

⑤ 事務局会議 

各運営委員会開催時 

 

⑥ ２０１９年度総会員数  

２３７名（内訳：正会員１１５名、準会員１３名、賛助会員９３名、学生会員１６名） 

（２） 研修事業 
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① 第８回大会兼第 1回アジアネットワーク国際会議（２０１９年 10月 12日）、会場：西

南学院大学、参加者：８７名 

② 各研修  ※協会関係者は敬称略 

 専門研修 基礎研修 養成研修 特別研修他 

２０１９年 

４月研修会 

 

４月１３日 

 

西南学院大学 

参加者：６８名 

 

「学校とその機能、ス

クールソーシャルワ

ーカーへの期待」 

 

講師：辻和宏氏（福岡

県教育庁教育振興部） 

 

 

「スクールソーシャ

ルワーカーの倫理～

アメリカとわが国か

ら～」 

 

講師： 門田光司（久留

米大学） 

２０１９年 

６月研修会 

 

６月８日 

 

なみきスクエア 

参加者：６８名 

 

「子どもの居場所づ

くり ～SSW の地域で

の実践報告～」 

 

 講 師： 梶谷優子氏

（福岡市教育委員

会 ） 

「ピアグループしゃ

べり場」 

 

 

「ネグレクトに対す

る見立てと手立て（前

編）」 

 

講師： 奥村賢一（福岡

県立大学） 

２０１９年 

８月研修会 

 

8 月１１日 

 

電気ビル 

参加者：７１名 

 

「学校ソーシャルワ

ーク実践を深めよう

～ケース会議どう進

める？～」  

 

講 師： 平川明美氏

（福岡県教育委員

会 ）、徳永知代氏（福

岡市教育委員会）、塚

本房子氏（久留米市教

育委員会） 

 

「ネグレクトに対す

る見立てと手立て（後

編）」 

 

講師： 奥村賢一（福岡

県立大学） 

２０１９年 

１２月研修会 

 

１２月１４日 

 

ウェル戸畑 

参加者：４０名 

 

「発達特性を引き出

し子どもの力を引き

出す支援」 

 

講師：奥村賢一（福岡

県立大学） 

  

２０２０年 

２月研修会 

 

２月２２日 

 

西南学院大学 

参加者：４４名 

   

「カナダ・トロントの

生徒サポートチーム

の実際」 

 

講 師 ： Tim Kenji 

Kamino 氏 

③ ２０２０年初任者研修：新型コロナウイルスの影響で延期 
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④ 研修委員会議 各運営委員会開催時 

 

（３） 広報事業 

① 各種チラシ等の作成（第８回大会チラシ・大会ポスター、研修会用チラシ等） 

② ＦＡＳＳＷ広報用動画作成 

③ 広報委員会議 各運営委員会開催時 

 

（４） 研究事業 

  ① 第８回大会兼第 1回アジアネットワーク国際会議（２０１９年 10月 12日）、会場：西

南学院大学 

  ②台湾（TASSW）および韓国（KASSW）視察対応（2019年 10月１３日） 

 

（５） その他 

① 県および市町教育委員会へのスクールソーシャルワーカー候補者の推薦実施 
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【第２号議案】２０１９年度会計収支報告 

（２０１９年 ４月 １日～２０２０年 ３月３１日） 

 

＜収入＞   （単位：円） 

費目 予算額 決算額 備考 

入会金・会費 １,１３８,０００ ７３９，００００ 正会員８５名、準会員８名 

賛助会員４７名、学生会員１６名 

前年度繰越金 １，９２４，２４６ １，９２４，２４６  

事業収入（研修） 7００,０００ ７４５，０００ 参加費、資料等 

事業収入（その他） ３２,５００ ５０，４８６ 日本学校ソーシャルワーク学会協賛費 

等 

雑収入 ５０ ０ 利子等 

計 ３，７９４，７９６ ３，４５８，７３２  

 

 

＜支出＞   （単位：円） 

費目 予算額 決算額 備考 

各
事
業
費 

研修事業 ６５５，０００ ３０５，０１４ 講師謝金、会場費、印刷、研修委員会議

費等 

広報事業 ２１５，０００ ６５，５９２ 各チラシ、広報委員会議費等 

研究事業 ４００，０００ ４９９，７８９ ANSSW 

戦略委員会費 １０２,５００ ７，０７０ 委員会会場費、交通費 

運営委員会費 ２５３,０００ ５，９００ 委員会会場費、交通費 

選考委員会費 ４１,０００ ０ 面接会場費、交通費 

大会・総会費 １３０,０００ １５３，８２０ 講師謝金（交通費含）、会場費、大会通

信費等 

事
務
局
費 

事務局運営費 ７２，０００ １３０，０００ 事務局会議費等 

事業運営費 ２５０，０００ １９０，９２０ ホームページ管理料、印刷、備品等 

人件費 ４８０，０００ ４４０，０００ 謝金等 

法人化準備費 ３００，０００ ２９２，０００ 謝金、印紙代、公証役場定款認証 

（通信費） ７０，０００ ２５，５１２ 郵送費、切手代等 

その他 １７７,７６０ ４０，３５３ 事務局会議費等 

予備費 ６４８,５３６ ０  

計 ３，７９４，７９６ ２，１５５，９７０  
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ⅲ)【第３号議案】２０２０年度事業計画案 

 

（１） 事務局 

① 総会  ２０２０年 ６月２７日（新型コロナウイルスの影響により書面決議） 

大会  ２０２０年１１月２８日 会場：北九州市立大学 

（感染症対策を徹底し、基調講演ならびにシンポジウムを実施予定、会場もしくはオン

デマンド配信にて大会に参加できるよう配慮予定）  

② 理事会（旧戦略委員会） 

 第 1回：２０２０年５月３０日（北九州市立大学） 

 第 2回：２０２０年７月３０日 

 第 3回：２０２０年１１月ごろ 

 第 4回：２０２１年２月ごろ 

③ 運営委員会 

     各委員活動内容の充実を目的に、運営委員は主に所属委員の会議に参加 

     年次大会の開催にあたり、随時運営委員会を実施 

   ④ 各種相談窓口の準備・運営 

     外部専門家（弁護士等）に委託し、正会員の相談窓口を整備予定（２０２０年度中に運用） 

 

（２） 研修事業 

  ① 各種研修の運営（別紙２参照） 

② 研修委員会議 

 

（３） 広報事業 

① 第９回大会チラシ、ポスターの作成 

② 各研修会チラシの作成 

③ 広報誌の作成および配信 

④ ホームページ、その他 S N Sの管理 

⑤ 広報委員会議 

 

（４）研究及び国際交流事業 

   ① 研究及び研修助成（別紙３参照） 
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【第４号議案】２０２０年度会計収支予算案 

 

＜収入＞   （単位：円） 

科目 
昨年度 

決算額 

今年度 

予算額 
備考 

入会金・会費 ７３２，０００0 ７８０，０００ 正会員６０名、賛助会員１６０名、 

学生会員１０名、新規１０名 

前年度繰越金 １，９２４，２４６ １，３０２，７６２  

事業収入（研修関連） ８１５，０００ ６５０，０００ 資料代等 

事業収入（その他） ４８６ １０，０００ 記念誌販売等 

雑収入 ０ ０ 利子等 

計 ３，４７１，７３２ ２，７４２，７６２  

 

＜支出＞   （単位：円） 

費目 
昨年度 

決算額 

今年度 

予算額 
備考 

各
事
業
費 

研修事業 ３０５，０１４ ４３５，０００ 研修講師謝金、会場費、会議費、交通

費、リモート研修準備費 

広報事業 ６５，５９２ １５７，０００ 各チラシ、広報動画作成費、会議費、

交通費等 

研究・国際交流事業 ３０１，７０９ １５０，０００ 研究助成 

理事会会費 ７，０７０ ５０，０００ 会場費、会議費（旧戦略委員会および

選考委員会費） 

運営委員会費 ５，９００ ４００，０００ 会場費、交通費、謝金 

大会・総会費 ７２６，５６９ ３５０，０００ 会場費、事務費等 

事
務
局
費 

事務局運営費 １３５，０００ １５０，０００ 事務局会議費等 

事業運営費 １３５，２１６ １５０，０００ ホームページ管理料、印刷、備品等 

人件費 ４００，０００ １００，０００ 謝金等 

法人化準備費 ２９２，０００ ０  

（通信費） ２５，５１２ ５０，０００ 郵送費、切手代等 

その他 ４０，３５３ １５０，０００ 相談事業謝金 

予備費 ０ １，５９０，７６２  

計 １，８６７，１８６ ２，７４２，７６２  
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ⅳ)一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー 協会 

 

2020 年度 研修・研究助成 募集要項 

（１）趣旨 

 一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会は同協会正会員の研修ならびに研究活

動について助成を行う。助成の対象となるのは、スクールソーシャルワーカーとしての資質

向上や学校ソーシャルワーク実践の進展に寄与するものとする。 

 

（２）募集概要 

 ① 募集対象 ・・・ 年会費を完納している正会員（社員）であること 

 ② 募集締切 ・・・ 2020 年７月１７日（金） 必着 

 ③ 助成期間 ・・・ 2020 年８月 1 日（日）～2021 年２月 28 日（日） 

 ④ 助成金額 ・・・ 研修助成上限 30,000 円（２件程度） 

研究助成上限 50,000 円（２件程度） 

            ※申請は 1 人（１グループ）につき、1 件までとする。なお、研修

助成の申請については個人のみとする。 

    （申請者が共同研究者として他の調査研究に加わることは可能） 

 ⑤ 返還規程 ・・・ 報告書の未提出、助成金の不正使用、研修研究の未実施等、助成に

対する不適切性が認められた場合、助成対象者は助成金の返金をしな

ければならない。また、期間内に使用できなかった助成金が発生した

場合、助成金の残額を 2021 年 3 月 31 日までに返金しなければなら

ない。 

 

（３）応募資格 

 ①一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会正会員   

※共同研究者は同協会会員に限る。 

 ②年会費完納者（※未納者については採択の決定時に会費を完納すること） 

③調査研究成果の報告（年報・学会発表・研修会での発表等） 

 

（４）申請手続き 

 上記募集期間中に「調査研究助成申請書」を同協会事務局にメールで提出のこと。申請書のフ

ァイルデータは同協会事務局にメールにて連絡、取得すること。なお、提出した申請書類は

返却しない。また別途追加の資料提出を求める場合がある。 
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（５）選考及びその後の流れ 

 ①審査（７月１７日～７月２４日） 理事会にて書類審査。助成対象者の決定。 

②審査結果の通知と助成金の交付（７月下旬） ※申請者に結果を通知します。 

③同協会理事会にて調査研究物を提出（2021 年３月中旬） 

 ④同協会年次大会にて研究成果を発表（2022 年秋頃） ※詳細は採択者に追って連絡する 

 

（６）提出先：info@fassw-2012.jp（事務局 担当：寺田千栄子・塚本房子） 

 

助成対象となる経費 

 助成対象となる経費は、研修・調査研究活動に直接必要と認められる下記のものとする。 

（１）物品資材購入費：資材、消耗品、図書等の購入費（単価 2 万円未満） 

（２）賃借料    ：事務室、会議室、レンタル品等の賃借料 

（３）印刷費    ：資料、報告書等の印刷費 

（４）通信・運搬費 ：郵便料金、物品等の運搬費 

（５）保険料    ：活動の実施に必要な各種保険料 

（６）旅費     ：宿泊費、交通費 

（ただし、レンタカー代は認めない） 

（７）研修謝金   ：講師謝金（※数名の SSW が自己研鑽で講師を呼ぶ研修など） 

（８）研修参加費  ：研修、学会の参加費 

          （ただし、懇親会代は認めない） 

（８）その他    ：上記項目に該当しない経費で理事会が必要と認めたもの 

 

 ※パソコン、映像機器、音響機器などの換金性の高い備品は購入できない。 

 ※飲食費については助成対象外とする。 

 ※かかった経費について、その全ての領収書が必要。 

（金額のみ記入のものは認めない。品目と金額の入った領収書を必ず取得のこと。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[問合せ先] 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 事務局  

担当：寺田千栄子・塚本房子  

   （info@fassw-2012.jp）  

mailto:info@fassw-2012.jp
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（２)研修委員会 

研修委員長 高口 恵美（西南女学院大学 講師） 

 

ⅰ）研修委員会について 

 2019 年 2 月、第一回目の緊急事態宣言に伴い、全国の小中学校が臨時休校となる前代未聞の

出来事が起こった。子ども達と繋がり安全や安心を支えるために、今わたしたちに出来ること

は何か。それぞれが自問自答した一年だったのではないかと思う。 

 福岡県スクールソーシャルワーカー協会としては、そのような中で子ども達と向き合う会員

の皆様に対して、今出来ることは何か、微力ながらなんとか皆さんと繋がりエンパワーメント

することは出来ないかと考え、新しい研修体制であるオンラインやオンデマンド研修などにチ

ャレンジした一年となった。 

 まず初めに６月の全体研修では、一般社団法人設立第一弾として「スクールソーシャルワー

カーの未来予想図」をテーマに門田先生にお話しいただいた。わたしたちが今にとらわれて思

考を止めてしまわず、これから何を目指し専門性を高めていくかという見通しを持つことがで

きた。まだ今ほどオンデマンド研修も一般的ではない中、先陣を切って発信していただいた門

田会長に感謝の気持ちでいっぱいである。 

 その後、双方向のやり取りを大切に考え、zoom による研修にも取り組んだ。全体研修では、

閉鎖環境によりリスクが高まっている「ゲーム障害」に関する正しい理解と対応を促す内容や、

保護者の「メンタルヘルス問題」について深め子ども達の置かれている環境を改めて考える時

間などを設けた。また、高校で SSW として活動する会員等に向けた「高等学校での学校ソー

シャルワーク実践」について現任者よりご報告いただく機会を通し、義務と高校の実践の違い

などをリアルに感じることも出来た。専門研修では、一年を通して奥村先生にご担当いただき、

ソーシャルワーク実践モデルに基づいた講義や演習を通し、参加者はそれぞれの通常の実践を

振り返り、ソーシャルワークへの理解を深め、新しい視点や気づきを得る濃厚な時間になった

と感じている。初任者研修では、同業者等との繋がりの機会が減っている中で、少人数でも繋

がり不安や疑問を吐露する機会を設けることを目的に、実践者に話題提供していただきながら

グループワークの開催や、いわゆる自助的機能を果たすオンラインカフェの開催にチャレンジ

した。 

 zoom は使ったことがない、申込システムである Peatix の使い方が分からない…参加しにく

い理由などもあるかもしれない。その時は一緒に考えさせていただきたいので、ぜひご相談い

ただければ幸いである。諸々、至らない点もあるかと思うが、2021 年度も皆様との繋がりや学

びの機会を提供できるよう、研修委員一同で取り組むので、よろしくお願い計らいいただきた

い。 
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別紙２

４月

５月

６月

７月

８月

９月 高校SSW

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

協会ホームページ フェイスブック インスタグラム

基礎研修

専門研修…テーマによって受講対象を限定（ＳＳＷ経験〇年以上、△研修を受講した人　など）

　　　　　ＳＳＷに関わるテーマ応用的な知識・理論を学ぶ機会

全体研修…全会員対象。ＳＳＷ実践を行う上で身に着けておきたい基礎的な知識を学ぶ

基礎研修…初任者研修対象者、受講を希望する人対象

　　　　　協会の機能、ＳＳＷ（ＳＷ）価値や倫理を学ぶ、横のつながりを深める

福岡県スクールソーシャルワーカー協会研修　２０２０

専門研修

２０２０年度より研修の枠組みが下記の通り変更となります。

本年度はｗｅｂ(Ｚｏｏｍやyoutube）を活用した研修も計画していきます

その他

次世代リーダー養成 ケーススタディ

全体研修

オンデマンド

小グループ研修 研修

オンライン研修

オンライン研修

オンライン研修

オンライン研修

オンデマンド

初任者研修

基礎研修

初任者ピア

研修内容は随時ＨＰ、Facebook、インスタ等でお知らせいたします

基礎研修

初任者研修

オンライン研修研修

研修

研修
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ⅱ）研修資料 
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（３)研究・国際交流委員会 

研究・国際交流委員長 門田 光司（久留米大学 教授） 

 

ⅰ）研究・国際交流委員会について 

１．研修・研究助成事業 

 本事業は、スクールソーシャルワーカー（以下、SSW）としての資質向上や学校ソーシャル

ワーク実践の進展に寄与することを目的として、2020 年度からの新規事業として実施したもの

である。事業内容は、正会員の研修（研修助成上限 30,000 円）ならびに研究活動（研究助成

上限 50,000 円）について、各 2 件程度号ずつ助成を行うものである。 

 2020 年度は研究助成申請が 1 件（井上由紀会員・高口恵美会員）あり、研究テーマは「子ど

もの『生活力』を高めるグループワークの実践」であった。研究内容は、大牟田市において要

保護性が高く社会的養護につながっていない子どもたちを対象に、子どもたちにとって必要な

テーマ（食事の確保、金銭管理、心について、身体について等）を題材にグループワークを月

1～2 回程度実施していくものである。研究成果では、計 7 回のグループワークを通して、この

実践の場が学校や家庭で自らの悩みを発信できない子どもたちがその思いを表出する「居場所」

として大きな役割を担っていったことが見出された。また、グループワークを通して、子ども

同士の交流を深める機会にもなっていった。今回の研究は、SSW による地域での新たな社会資

源の開発という点で、非常に有意義な実践研究であったといえる。 

 なお、研修助成の申請はなかったが、これは新型コロナウイルス対策によって対面研修の開

催に影響があったことによると考えられる。 

 

２．国際交流事業 

 2019 年 10 月に福岡県 SSW 協会、韓国 SSW 協会、台湾 SSW 協会、シンガポール SW 協会

SSW 部門の 4 か国によるアジア大会が本協会主催で開催された。その際に Asia Network of 

School Social Work（ANSSW）が設立され、今後の事業としては 2 年毎にアジア大会を開催し

ていくこと、そしてニューズレターを定期的に発行していくことが同意された。 

 そこで、第 1 回ニューズレターを 2020 年 12 月に本協会が主催で編集発刊した。第 1 回目の

ニューズレターは各国の現状報告を記載してもらうことにし、本協会からは奥村賢一会員が新

型コロナウイルス対策下での SSW の活動や本協会活動について報告された。韓国 SSW 協会及

びシンガポール SW 協会 SSW 部門からも新型コロナウイルス対策下における各国の SSW 活

動の状況報告がなされている。他方、台湾 SSＷ協会からは台湾での SSW 活動の発展史と現状

が報告された。 

 この ANSSW のニューズレターは今後も定期的に発刊されていく予定であり、協会ホームペ

ージに掲示されている。アジアの SSW の活動を知るとても良い機会なので、ぜひ会員の皆様

には閲覧願いたい。
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（４）広報委員会 

広報委員長 奥村 賢一（福岡県立大学 准教授） 

 

ⅰ)協会の法人化と広報啓発活動 

１．2020 年度の組織体制 

 2020 年度の広報委員会は４名体制で事業を担当した（表１）。年度途中に諸般の事情から委

員長が交代となったが、事業の円滑な実施に向けて役割分担を明確に行い、広報啓発活動の充

実に努めた。広報委員会は年３回行ったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点からオン

ライン（2 回）、メール（1 回）を用いた会議を行った。 

 

表１ 2020 年度の広報委員会役割分担表 

役職 氏名 主な担当業務 

広報委員長 奥村 賢一 全体統轄、ホームページ・SNS 管理、リフレット作成 他 

広報委員 永瀬 由季 テキストデータの管理、年報編集 他 

広報委員 上野 健太 動画等の管理、大会広報ムービー制作 他 

広報委員 浦田 梨央 大会及び研修等チラシ等のデザイン 他 

 

２．主な委員会活動 

2020 年度は協会の一般社団法人化に伴い、既存の広報媒体のリニューアルから順次着手して

いた。年間の主な活動内容は以下のとおりである。 

ホームページでは、Asia Network of School Social Workers（ANSSW）専用のページを増設し

て、2019 年 10 月に開催された第 1 回大会の報告、韓国、台湾、シンガポールの各代表者が寄

稿したニュースレター、さらには当協会がこれまで韓国、台湾の各スクールソーシャルワーカ

ー協会と育んできた親交の軌跡をまとめた記録を掲載した。さらに、法人化に伴い新たに定め

られた「スクールソーシャルワーカーの基本的原理及び基本的倫理基準」をホームページ上に

増設した。「スクールソーシャルワーカーガイドライン」には新たに「高等学校においてスクー

ルソーシャルワーカーを効果的に活用するために」を追加して、義務教育版と高等学校版に整

理して掲載を行った。 

研修等に伴うチラシ作成については、浦田委員が担当して計 12 件のデザインを行った。そ

の内訳としては研修 11 件（設立記念研修１件、初任者研修１件、基礎研修３件、専門研修３

件、全体研修３件）、年次大会１件であった。2020 年 11 月 18 日（土）に開催された第 9 回大

会はオンラインでの実施となったが、参加者には事前に協会の紹介動画を視聴してもらう仕組

みとなっており、この動画は上野委員が担当して編集等を行った。 

 その他、広報誌（Relations vol.12）もレイアウト等をリニューアルして約 1 年半ぶりに刊行

するなど、従来の活動をより充実させるための取り組みを重点的に行った。 
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ⅱ)広報委員会 2020年度活動出版物 

１．年次大会・研修ポスターデザイン 

１）年次大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）法人設立記念研修 
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３）初任者研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）全体研修 
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５）基礎研修 
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６）基礎研修 
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２．広報誌 Relations 
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３．ホームページ 

１）スクールソーシャルワーカーガイドライン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）Asia Network of School Social Work 
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４．リーフレット 
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                            表紙デザイン：浦田 梨央 

編集後記 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 2020 年度版の年報をお届けしま

す。 

本年度から一般社団法人化に伴い、年報を作成する運びとなりました。 

感染症拡大の影響により、本協会の活動の体制もオンラインを活用するなど大きく変わり

ました。このような状況下でこの 1 年開催した活動に関して、皆さまと共有させていただ

き、それぞれの現場でお役に立てていただけますと幸いです。 

本年報を作成するにあたって、ご協力いただきました皆さまに深く感謝申し上げます。 

年報作成に関しまして、広報委員一同、来年度もさらにより良いものを作り上げていきた

いと思っております。どうぞ皆さまのご意見やご感想などお寄せいただければ幸いです。 

 

一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会 広報委員会 

                          （奥村、上野、浦田、坂本、永瀨） 
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